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　広報 2 月号 p.18 の「初の男性食改さん誕生」に掲載の感想を述べられた方の

住所に誤りがありました。正しくは「若杉鋭一さん（スウェーデンヒルズ）」「大

塚幸子さん（ビトエ）」ですので、お詫びして訂正させていただきます。

鬼が来たぞ～！

河川の氾濫に備える

　「平成 27 年度当別町水防研修」

が行われ、町・関係機関・町内会

などから約40人が参加しました。

　研修では、兵庫県豊岡市の防災

担当者から台風による水害の実態

について話を聞いたほか、実際に

水害が発生した際の対応につい

て、グループごとに課題をどのよ

うに解決していくか話し合い、そ

の対応策が発表され、水防に対す

る意識を共有しました。　　　　

　　　　　　　　　　（2 月 4 日）

卒業制作で子どもと交流

　当別高等学校（杉本祐子校長）

家政科保育コース 3 年生が同コー

ス 2 年生と協力し、今年も卒業

制作発表会が行われました。

　この日は入園前の町内の親子が

参加し、「まとあて」「きんぎょす

くい」「ボーリング」などの各コー

ナーに目移りしながら楽しみまし

た。遊びにきていたお母さんは、

「子どもと二人で家にいることが

多いので楽しめますね」と話して

いました。

　3 年の梅
う め な い み ず き

内瑞紀さんは、「準備

から思いどおりにいかないことが

多く大変でした。片づけの時に

やっと達成感がわいてくるかも」

と話していました。　 (2 月 3 日）

　当別夢の国幼稚園・保育園 ( 砂

田敦子園長 ) で節分の会が行われ

ました。

　この日を楽しみに、手づくりの

お面と豆入れを事前に用意してい

た子どもたち。お部屋で男の子と

女の子が交互に豆まきをした後、

ホールへ移動し、節分の由来につ

いてのお話を聞き終わると、「ド

ンドン！」と太鼓の音が鳴り大き

な赤鬼と青鬼が登場して大暴れ！

　鬼に豆を勇敢にぶつける子や鬼

の怖さに泣いてしまう子などの姿

が見られました。その後、たくさ

んの豆をぶつけられた鬼は逃げて

いきました。　　　

　　　　　　　　　　（2 月 3 日）
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住民活動の底力とは除雪ボランティアに感謝

　一人暮らしの高齢者宅などを対

象とした除雪ボランティアが町内

各地で行われました。

　当別高等学校、航空自衛隊当別

分屯基地、医療大アメリカンフッ

トボール部がそれぞれ担当地域で

玄関先や屋根付近まで積もった雪

を丁寧に除雪しました。

　町社会福祉協議会は、「高齢者

が一人で除雪をするには限界があ

ります。ボランティアの皆さんの

協力に感謝します」と話していま

した。

　今後、気温の上昇に伴い落雪事

故が危惧されますので、十分に気

をつけて除雪作業などを行いま

しょう。　（1 月下旬～ 2 月中旬）

　「当別町地域福祉町民セミナー」

がゆとろで開催され、福祉関係者

や町内会長など 57 人が参加しま

した。

　セミナーは「お互いに見守り支

え合う、いつまでも住み続けられ

る共生のまちづくり」を目指した

もの。地域福祉についてより深く

考える機会として「住民活動の

底力～ささえあいが未来を耕す

～」をテーマに、敬和学園大学の

川本健太郎氏による講演とワーク

ショップが行われました。

　当別町の良さや福祉についてさ

まざまな意見があり、新たな福祉

資源への気づきを得ることができ

ました。　　　　　　(2 月 18 日）
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